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経尿道的切開術後に尿道外脱出を来たした

　　　　　　　単純性尿管瘤の1例
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PROLAPSE　 OF　 SIMPLE　 URETEROCELE　 FOLLOWING

　　　　　　 TRANSURETHRAL　 INCISION
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　 　 The　 patient　 was　 a　35-year-old　 woman　 with　 complaints　 of　residual　 sensation　 and　 pollakisuria.

Excretory　 urography　 and　 magnetic　 resonance　 imaging　 revealed　 right　 ureterocclc　 with　 hydronephrosis.

Transurcthral　 incision　 of　 the　 uretcrocele　 was　 carried　 out.　 Two　 months　 postoperatively,　 the

urcterocele　 prolapscd　 through　 the　 external　 urethral　 meatus,　 and　 transurethral　 rcsection　 of　ureterocele

was　 performed.

　 　 Forty-one　 cases　 of　prolapscd　 ureterocele　 reported　 in　the　Japanesc　 literature　 are　 rcviewcd・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (Hinyokika　 Kiyo　 52:135-138,2006)
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緒 言

　尿管瘤は膀胱粘膜下尿管が嚢状に拡張 した状態で,

時に尿路感染症や排尿障害の原因となり,瘤 内に結石

を合併することもある,女 性においては尿管瘤が尿道

外へ脱出することも成書にも記載されているが1),単

純性尿管瘤の尿道外脱出が成人にみ られることは比較

的稀である2・3>

　今回,わ れわれは経尿道的尿管瘤壁切開術後に尿道

外脱出を来たした単純性尿管瘤の1例 を経験 したの

で,若 干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

　患者:35歳,女 性

　主訴:頻 尿および残尿感

　既往歴 ・家族歴:特 記すべ きことなし

　現病歴:2003年12月 末に頻尿,残 尿感を主訴に近医

を受診.膀 胱炎と診断されたが,腹 部超音波検査 にて

卵巣嚢腫が疑われた.当 院婦人科 を紹介 され,MRI

にて膀胱内腫瘤が認め られたため,2004年1月23日 精

査 目的にて当科を受診 した.

　初診時現症:身 長161cm,体 重70　kg.胸 腹部 に異

常を認めず.

　検査所見:末 梢血,生 化学検査では異常を認めず

　尿沈渣:RBC　 20・-30/hpf,　WBC　 50-・60/hpf

　膀胱鏡所見:尿 道および膀胱頸部には異常 を認め

ず,膀 胱内腔のほぼ右半分 を占拠する表面平滑な正常

粘膜 に覆われた腫瘤がみ られた.左 尿管 口は正常で

あったが,右 尿管口は確認できなかった.

　画像診断:DIPに て右腎孟 尿管の拡張をともな

う,膀 胱内の陰影欠損 を認めた(Fig.　IA,　B),　MRI

にて右尿管 口付近 より発生す る辺縁平滑な直径約5

cmの 嚢胞状腫瘤がみられた(Fig.　lC,　D),

　臨床経過:以 上の所見より,水 腎症をともなう右単

純性尿管瘤 と診断 した.開 腹手術 を勧めたが,家 庭の

事情のため短期の入院 しかできないとのことであった

ため,2004年2月9日 経尿道的尿管瘤切開術 を施行

し,尿 管瘤の尾側下端に約1cmの 横切開を加えた.

術後右水腎症は改善 したが,尿 管瘤は縮小するものの

弁状に残存 していた(Fig.2),排 尿状態 は改善 し,尿

路感染も消失 していたが,術 後1カ 月頃より排尿終末

時の違和感(中 か らものが出て くる感 じ)を 自覚する

ようになった.尿 管瘤の脱出を疑い,残 存尿管瘤切除

を予定 し,外 来にて経過を観察 していたところ,2004

年4月15日 下腹部痛 とともに外尿道口より腫瘤が脱出

した(Fig,3).　 MRIに て右尿管瘤の尿道外への脱出

が描出され,右 尿管の拡張 もみられた(Fig.4).用 手

還納を試みたが,整 復できず,残 存する尿管瘤の尿道

外脱出　嵌頓 と診断し,2004年4月16日 尿道外に脱出

している尿管瘤を切除後,膀 胱内に残存する尿管瘤壁

を経尿道的に切除した.術 後上部尿路は速やかに改善

したが,Grade　 IIの 右VURが みられた。
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Fig.1.　 Excretory　 urography　 revealed　 a　rounded　 defect　 in　 the　 urinary　 bladder　 and　 gross　 upper

　　　　　　 urinary　 tract　 dilatation　 on　 the　 right　 side(A&B).　 MRI　 revealed　 a　nuid-mled　 mass　 in　the

　　　　　　 urinary　 bladder(C:transverse,　 D:sagittal　 vicw).
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Ureterocele　 was　 diminished　 in　size　 and　 right　 hydronephrosis　 was　 improved　 on　 excretoty

urography　 at　 one　 month　 after　 transurethrahncision(left).　 However,　 transabdominaI

ultrasonography　 revealed　 that　 thc　 ureterocele　 remained　 as　 a　vulve-shaped　 mass(right).
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Fig.3.　 Gross　 appearance　 of　prolapsed　 ureterocclc

　 　 　 　 at　 presentation・Plum-size　 congcstivc

　 　 　 　 mass　 prolapsed　 through　 the　 external

　 　 　 　 urethral　 meatus.

　術後1年 を経過したが,尿 路感染および上部尿路の

拡張もなく経過中である.

考 察

　尿管瘤は膀胱粘膜下尿管が嚢状に拡張 した状態で,

成人で は無症 状 で,IVPの 際 にい わ ゆる"cobra

head"像 がみ られることよ り発見 されることも多い

が,尿 管瘤による膀胱頸部の閉塞による排尿障害や尿

閉を契機に発見される場合や,小 児では尿路感染症や

発熱の精査にて診断される場合 もある1).ま た,稀 に

女性において尿管瘤が尿道外へ脱出 し,外 陰部腫瘤が

主訴となることもある2・3)

　女性の外陰部腫瘤が主訴 となる泌尿器科的疾患の鑑

別診断としては尿道脱,膀 胱脱,傍 尿道嚢胞,尿 道ポ

リープなどが挙げられるが,小 児 においては稀ではあ

るが,botryoid　 rhabdomyosarcomaやWilms腫 瘍の

urothelial　extensionな ども考慮する必要があるとの報

告もある4)し か し,こ れ らと尿管瘤尿道外脱出との

鑑別は外陰部腫瘤の色調　形態に加え,膀 胱鏡検査や

超音波検査 をは じめとする画像検査により,膀 胱や上

部尿路の検索 を行 うことで,比 較的容易であると思わ

れる.

　本邦における尿管瘤尿道外脱出の報告は,1923年 の

尾形の報告が最初であるとされている5)今 回は渡辺

ら6)の集計に,わ れわれが調べえた限 りの症例を加え

て臨床的検討を行った.大 部分の報告は1950--80年 代

のもので,1990年 以降は6例 と減少 しており,未 報告

の症例が存在する可能性は否定できないが,症 例数は

自験例を含め41例,全 例女性で発症年齢は生後6時 間

から51歳 であ り,こ れらのうち1歳 未満の症例が9

例,1歳 以上3歳 未満の症例が10例 を占めていた.主

訴 としては,外 陰部腫瘤が大部分であったが,脱 出に

先行 して排尿困難や頻尿などを自覚 していた症例 も少

なからず認められた.ま た,乳 幼児では外陰部腫瘤が

有熱性尿路感染症 を契機 に発見 された症例 もあっ

た7)脱 出した尿管瘤の大 きさは小豆大から鶏卵大の

ものが多かったが,中 には小児頭大のものも報告され

ていた8)報 告例41例 のうち,単 尿管症例は21例,重

複尿管症例は17例,不 明3例 で,単 純性尿管瘤,異 所

性尿管瘤について明記されている症例はおのおの7例

および14例 であったが,単 尿管の異所性尿管瘤の尿道

外脱出は3例 であった7・9,10)今回の症例は尿道膀胱

鏡検査にて尿道および膀胱頸部に異常を認めず,ま た

尿路の重複奇形をともなっていないことより,単 純性

尿管瘤の尿道外脱出と考えられる.

　治療 としては,尿 管瘤切除+尿 管膀胱新吻合術が施

行 されていることが多 く,重 複尿管症例では腎機能に

より所属腎尿管摘出術を併せて施行されている症例 も

みられた.単 尿管症例に限ると,開 腹手術症例は12例

で,尿 管瘤切除のみが施行された症例が5例,尿 管口

形成または尿管膀胱新吻合術があわせて施行された症

例が7例 であった.経 尿道的に治療されたものは6例
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and　 a　 dilated　 right　 ureter(right:frontal,　 left:saggital　 view) .

prolapscd　 ureterocele,　 B:bladder,　 U:ureter.

B

巧

MRI　 revealed　 prolapse　 of　the　 ureterocele　 out　 of　the　 external　 urethral　 meatus(white　 arrow),

C:ureterocele,　 PC:
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で,経 尿道的電気焼灼術が2例,経 尿道的切除術が4

例であった.こ れらに加え,脱 出尿管瘤が嵌屯 したた

め,膀 胱外で尿管瘤を切除した症例が自験例 をふくめ

3例 で あった6,ll)先 行 治療後 に残存 す る尿管瘤

(壁)の 脱出がみられた症例は自験例以外に2例 の報

告がなされているが12・13),ともに重複腎孟尿管を伴

なう異所性尿管瘤に対 し開腹手術 を施行 された症例で

あり,尿 道内に残存 したと考えられる粘膜縁が脱出し

たものであった.

　尿管瘤に対する経尿道的切開ないし切除は,か つて

は膀胱尿管逆流を惹起するなどの理由で回避されてい

たが,後 藤 ら14)は尿管瘤の虚脱や外翻がないことな

どの条件を満たせば,術 後の膀胱尿管逆流発生の可能

性は低 く,臨 床的成績 も良好であると報告している.

　本症例の場合,尿 管瘤の虚脱や外翻がなかったこと

に加え,社 会的な理由でやむなく経尿道的切開術 を選

択 したが,縮 小 しきれなかった尿管瘤が弁状 に残存

し,尿 道外へ脱出　嵌頓する結果となった.本 邦で報

告されている単純性尿管の尿道外脱出に対 し経尿道的

尿管瘤切開術を施行 した症例においては,脱 出した尿

管瘤の大 きさについては記載されているものの,脱 出

前の尿管瘤の大きさについて記載されている文献はな

く,明 言することはできないが,大 きな尿管瘤の治療

として経尿道的尿管瘤切開術を選択する場合には,術

後の尿道外脱出の可能性があることを踏まえ,患 者に

十分告知した上で施行すべ きであると考えられた.

結 語

　 L　 35歳,女 性 にみられた経尿道的切開術後に尿道

外脱出を来た した単純性尿管瘤の1例 を経験 した.

　2.本 邦で報告された自験例を含む41例の尿管瘤尿

道外脱出症例について臨床的検討を行った.

　3。　 大きな尿管瘤の手術にあたっては,経 尿道的切

開術後の尿道外脱出の可能性を踏まえて,手 術方針を

決定すべきであると考えられた.

　本論文の要旨は第54回 日本泌尿器科学会中部総会において

発表 した,
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